
 

7 

３ 液状化危険度の想定 

（１） 液状化危険度の想定方法 

液状化危険度の想定は、図 3(1)-1 に示すフローで実施した。 

ア 対象地域のモデル化 

既往の地震において液状化が生じた微地形は、ほとんどが、ゆるい砂層（沖積

層）が地下のごく浅部に分布し地下水位が高い、低地や平野部に相当する地域で

ある。今回の予測作業においては、まず、液状化危険度判定の対象となる微地形

を抽出した。 

若松・松岡(2011)による佐賀県の 250ｍメッシュの微地形区分図から液状化危

険度の評価対象となる微地形区分を抽出したものを図 3(1)-2 に示す。これらの微

地形に相当する地域について、今回の作業で作成した浅部地盤モデルを用いてメ

ッシュごとの土質評価を行い、ボーリングデータに示された孔内水位のデータを

用いてメッシュごとの地下水位を設定した。地下水位の設定結果を図 3(1)-3 に示

す。これらのデータと地震動計算で得られた地表の最大加速度データを用いて、

250ｍメッシュごとに液状化危険度を判定した。 

佐賀県内では、佐賀平野を中心に液状化が生じる可能性のある地形が広がって

いる。そのほかには、唐津市、伊万里市の河川・海岸沿いに同様の地形が分布し

ているが、面積はごく狭い。 

イ 液状化危険度の判定方法 

液状化危険度の判定には、「道路橋示方書･同解説(2012 年 3 月発行)」による、

砂質土層の液状化の判定手法を採用した。地震動計算結果より地表から 20ｍまで

の地中のせん断応力(L)と液状化対象層の繰り返し三軸強度比(R)、液状化対象層

ごとの液状化に対する抵抗率(FL＝R/L)を求め、さらに地層全体の液状化可能性指

数(PL)を評価した。 
 

表 3(1)-1 PL 値による液状化危険度判定区分（岩崎ら(1980)による） 

 PL＝0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 PL＞15 

PL 値による
液状化危険
度判定 

液状化危険度は
かなり低い。液状
化に関する詳細
な調査は不要 

液状化危険度は
低い。特に重要な
構造物に対して、
より詳細な調査
が必要 

液状化危険度が
高い。重要な構造
物に対してはよ
り詳細な調査が
必要。液状化対策
が一般に必要 

液状化危険度が
極めて高い。液状
化に関する詳細
な調査と液状化
対策は不可避 
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（２） 液状化危険度の想定結果 

 

震源断層ごとの液状化危険度が高くなる市町を表 3(2)-1 にまとめた。図

3(2)-1～図 3(2)-6 に震源断層ごとの液状化危険度の判定結果を示す。 

佐賀県内では、液状化危険度判定の対象となる地域は面積にして約 28％を占

める。 

佐賀平野北縁断層帯による地震では、液状化危険度が「極めて高い」及び「高

い」となる地域が佐賀平野に広がっており、その面積は県内の 9％弱(対象地域

の約 30％)に達する。その他の断層による地震では、0.4％～1.5％である。地域

的にみると、平野の内陸部では、佐賀平野北縁断層帯の地震による揺れが大きい

ことと地下浅部にＮ値の小さい砂層が分布することにより、液状化危険度が高く

評価される。一方、埋立地や六角川流域は、全体にＮ値の小さい軟弱な地盤であ

るが、地下浅部から粘性土層主体の地盤であり、Ｎ値の小さい砂層が分布しない

ため、液状化危険度の評価は相対的に小さくなっている。 

なお、下山ほか(2010)は、佐賀市金立町千布の東名遺跡の埋蔵文化財発掘調査

において、堆積年代が約 7,300 年前の蓮池層上部に液状化と流動化に伴う変形と

みられる構造が報告されていることから(佐賀市教育委員会，2009)、約 7,300 年

前以後に地盤の液状化を引き起こすような強い揺れの地震があった可能性を推

定している。しかしながら、このような報告例も含め、佐賀県内では、既往地震

による地盤の液状化痕跡はごく少なく、若松(2008)にも図示されていない。 

 

表 3(2)-1 液状化危険度が高くなる面積が広い市町：震源断層ごと 

震源断層 
液状化危険度が「極めて高い」及び「高い」となる面積の割合 

10％以上 10～2% 

佐賀平野北縁断層帯 
ケース 3 

佐賀市、小城市、神埼市、 
吉野ヶ里町、上峰町、みやき町、 

大町町 
多久市、江北町、白石町 

佐賀平野北縁断層帯 
ケース 4  

日向峠‐小笠木峠 
断層帯 

上峰町、みやき町 
鳥栖市、神埼市、吉野ヶ里町、 

基山町 

城山南断層 － 唐津市 

楠久断層 － 伊万里市 

西葉断層 － 鹿島市、嬉野市、大町町、太良町 

 

 

 

 

 

 

 

下山正一・松浦浩久・日野剛徳(2010)：「佐賀地域の地質」．地域地質研究報告(５万分の１地
質図幅）．産業技術総合研究所地質調査総合センター，97p． 

佐賀市教育委員会(2009)：佐賀市埋蔵文化財調査報告書第 40 集「東名遺跡群Ⅱ－東名遺跡第
２次・久富二本杉遺跡」. 

若松加寿江(2008)：「日本の液状化履歴マップ 745-2008」(東京大学出版会).
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図3(2)-2 液状化危険度の評価値の分布：佐賀平野北縁断層帯（ケース４） 

凡例の液状化危険度が「極めて高い」、「高い」、「低い」、
「かなり低い」は、表3(1)-1の PL値の区分の大きいもの
から順に対応している。「対象層なし」は、液状化評価を
行う微地形区分であってもすべてが粘土層などで液状化
評価できない地層である。以下の図も同様。 

図3(2)-1 液状化危険度の評価値の分布：佐賀平野北縁断層帯（ケース３） 

※各震源断層の位置、想定される地震動についてはp.6の図を参照のこと。以下も同様。 
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図3(2)-3 液状化危険度の評価値の分布：日向峠-小笠木峠断層帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3(2)-4 液状化危険度の評価値の分布：城山南断層 
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図3(2)-5 液状化危険度の評価値の分布：楠久断層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3(2)-6 液状化危険度の評価値の分布：西葉断層 


